
■8月のひふみ投信の運用環境 ・今後の見通し

ひふみ投信はいつも「守りながらふやす」

９月に入りました。政権交代が起き、自民党から民主党への政権交代が起きています。民主党政権が本当に変革を

 

遂げ、よりよい政治ができるかを今後見守っていく必要があります。ひふみ投信においては、運用担当者が交替をし

 

たからといって、「守りながらふやす」考え方に変更はありません。常にひふみ投信は「守りながらふやす」運用を続け、

 

長期的に着実な資産形成を心がけていきます。

政権交代と鯨幕相場

日本の株式市場は「鯨幕相場」という珍しい相場状況が続いていました。それは株式市場の上昇する日（〇）と下落

 

する日（●）が交互に来るという相場です。９月２日まで１４営業日連続でこの白と黒が交互しました。これは東京証券

 

取引所が始まって以来の珍記録だそうです。ちょうど８月３０日が総選挙でしたから、総選挙を前に上昇すべきなのか

 

下落すべきなのか市場が気迷いをしていた現れです。こう着相場をあらわすひとつの現象なのだと思います。

この鯨幕相場を見ていて、中国の三国志の「鶏肋」（けいろく）のエピソードを思い出しました。魏の曹操が劉備との

 

戦争をしている最中になかなか戦がうまくいかずこう着状態が続いていました。曹操がそれを悩み、食事の最中に鶏

 

の肋骨を噛みながら「鶏肋・・・・」とつぶやいていたところ、揚修（ようしゅう）という察しのよい部下がこれは曹操の気

 

持ちを表していると考えました。それは「鶏肋」というのは「大して役に立たないが捨てるには惜しいもの」と考えて撤退

 

を考えていると思ったのです。揚修は曹操の意を（勝手に）くみ、撤退の準備をしたら、曹操は自分の気持ちを見破ら

 

れたことにむしろ激怒して揚修を処刑してそのまま闘いを強行しました。結果的に曹操はさらに敗北を重ねて、最後は

 

大打撃を受けて撤退をしたというエピソードがあります。

今の市場はその「鶏肋」に近いと考えています。日本の株式市場は短期的に十分に上昇をしました。それは総悲観

 

から楽観へと移行する過程で起きたものです。一方で、日本の景気そのものはまだ株式市場の上昇ほどには回復し

 

ていません。株式市場は十分に回復した。そして新政権のもとにさらに上昇するという期待感もある。しかし足元をみ

 

ると回復はおぼつかない。そこにこう着相場をあらわす鯨幕相場の出現です。これは曹操ならずとも今後の株式投資

 

には「鶏肋」と言って悩む心境に近いところでしょうね。

もともと、ひふみ投信は慎重に運用をしていましたし、今後もその方針に変わりはありません。ここで強行に出て、む

 

やみに勝負に出るよりは慎重な姿勢を貫き、現金比率を高くしておくという考え方に変わりはありません。強攻をして

 

敗北をした曹操とは違う戦略を取ろうと考えております。

ひふみは変わらず「守りながらふやす」

ということで、守りながらふやす、という考え方には変わりがありません。保有銘柄を厳しく精査し、厳しい状況でも逆

 

に成長をし株価の上昇を見込める会社をしっかり保有し続けることにより、お預かりしている資産を「守りながらふや

 

す」ことに集中していきたいと考えております。これからも、ひふみ投信をよろしくお願い申し上げます。

 

（ひふみ投信

 

運用責任者

 

藤野英人）

葉月（8月）
葉の落ちる月「葉落ち月」が転じて「葉月」になったそうです。8月と聞くと真夏の暑さを想像

 

してしまいますが、新暦では9月上旬から10月上旬にあたります。

 

8月の初めに立秋がある

 

ように、そろそろ、木の葉も色づいて落葉するかな、という季節にあたるのでしょう。天候不

 

順が続いた今年の夏ですが、楽しい夏の思い出はつくれましたか？

葉月
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お客さまの資産形成のパートナーに「ひふみ投信」をお選びいただき、誠にありがとうございます。
運用責任者から皆さまへのメッセージならびに2009年8月の運用状況などをご報告いたします。



■「ひふみ投信」の資産内容について

 

（2009年8月31日時点）

◆基準価額の推移

※1

 

設定来の基準価額の騰落率は、当初募集価額（10,000円）か

 

ら2009年8月31日までにおける数値です。
※2

 

設定来のTOPIX騰落率は、当初設定日前日である2008年9

 

月30日から2009年8月31日までにおける数値です。

■基準価額について

 

（「ひふみ投信」の値段のことです）

□

 

組入比率の高い銘柄

 

（組入銘柄数：27銘柄）

※基準価額は、信託報酬（年1.029％(税抜年0.980％)

 

）を控除した後の数値です。

（注）TOPIXは、当初設定日前日である2008年9月30日の値（1087.41）を
10,000として指数化しています。

■ひふみ投信の特色について

（※・・・「ひふみ投信」をお持ちのお客様の保有口数合計です）

★組入比率は、株式・預金その他を含めた「純資産総額」に対する割合です。

（注）業種比率は、「株式資産」を100として、

それに対する割合です。

■

 

組入銘柄の業種比率

ひふみ投信は、お客さまの長期的な資産形成に貢献するために、円貨での信託財産の長期的な成長を図ることを

 

目的として、国内・外の上場株式に投資することにより、積極運用を行ないます。

基準価額

2009年8月31日時点

1万口当り

 

12,020円

皆さまからお預かりした大切なご資金で、どのように運用を行なっているのかをご報告いたします。

国別の割合

日本株式 100

 

％

海外株式 0 ％

純資産総額 4.25億円

うち

 

株式 53.01

 

%

うち

 

預金その他 46.99

 

%

受益権総口数

 

（※） 353,857,681口
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TOPIX（東証株価指数）は当ファンドのベンチマーク（運用する際に目標とする基準）ではありませんが、参考として記載しています。

 

TOPIXとは

 

・・・

 

東京証券取引所第一部に上場されているすべての銘柄の時価総額（株数×１株当り時価）を指数化したものです。

 

日本の株式市場全体の動きをあらわすともいえます。

□

 

資産の内訳

基準価額のあゆみ

 

[騰落率] TOPIX騰落率

過去1ヵ月 2.05% 1.63%

過去3ヵ月 12.34% 7.55%

過去6ヵ月 24.75% 27.62%

設定来 20.20%（※1） -11.19%（※2）
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ひふみ投信

TOPIX（注）

銘柄名 業種 比率

1 ニトリ 小売 5.25%

2 タビオ 卸売 4.58%

3 総合メディカル サービス 4.49%

4 アスクル 小売 4.27%

5 ファーストリテイリング 小売 4.19%

6 ヤマダ電機 小売 3.91%

7 ツムラ 医薬品 3.65%

8 ワタミ 小売 3.62%

9 スタジオアリス サービス 2.95%

10 ゼンショー 小売 2.89%



当社では、9月よりセミナーの運営スタイルを一新しています。「ひふみ投信」についてお話するのみでなく、当社をご存知

 

でないお客様も含めて幅広くお越しいただくため、

 

①くつろぎのある生活

 

②

 

お金と向き合う（お金の活かし方）③

 

これ

 

からの経済や社会を考える

 

のいずれかのテーマに沿って、「ゆたかなくらし」について各界でご活躍のゲストをお招きし

 

てお話をうかがう場を「ひふみサロン」といたしました。
直近で予定している内容やゲストを下記にご紹介します。

【1】

 

9月15日19時

 

ミュージックセキュリティーズ「セキュリテ」との交流サロン

 

第1回（計4回開催予定）

「エコノミー・フォー・オーガニック

 

お金と国際協力のいい関係」
ゲスト：ミュージックセキュリティーズ㈱

 

代表取締役 小松真実 氏／特定非営利活動法人Living in Peace 代表 慎泰俊 氏

【2】

 

10月6日19時

 

（予定ゲスト）

 

ＮＴＶＰ（㈱

 

日本テクノロジーベンチャーパートナーズ）の代表

 

村口和孝

 

氏
【3】

 

10月後半

 

ミュージックセキュリティーズ「セキュリテ」との交流サロン

 

第2回

【2】【3】は、近日中にホームページで詳細をご案内し、お申込の受付を開始します。

 

これらの会が、ゆたかなくらしについての「ヒント」が得られる場としてお役に立てれば幸いでございます。

なお、「ひふみ投信」に関するご説明やご質問の受付を行なう場として、「ひふみアカデミー」を継続して開催いたします！
ぜひご都合の宜しいときにご参加ください。

【ご質問】

 

今後のセミナーの内容を教えてください。

■ ご参考資料：『ひふみ投信』の組入全銘柄（2009年8月31日時点）

★組入比率は、株式・預金

 

その他を含めた「純資産総

 

額」に対する割合です。

■ お客さまのご質問にお答えします
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銘柄名 比率 銘柄コード 業種 市場

1 ニトリ 5.25% 9843 小売 東京一部

2 タビオ 4.58% 2668 卸売 大阪二部

3 総合メディカル 4.49% 4775 サービス 東京一部

4 アスクル 4.27% 2678 小売 東京一部

5 ファーストリテイリング 4.19% 9983 小売 東京一部

6 ヤマダ電機 3.91% 9831 小売 東京一部

7 ツムラ 3.65% 4540 医薬品 東京一部

8 ワタミ 3.62% 7522 小売 東京一部

9 スタジオアリス 2.95% 2305 サービス 東京一部

10 ゼンショー 2.89% 7550 小売 東京一部

11 第一三共 2.85% 4568 医薬品 東京一部

12 ソネット・エムスリー 2.34% 2413 サービス 東京一部

13 サイゼリヤ 1.92% 7581 小売 東京一部

14 カルチュア・コンビニエンス・クラブ 1.60% 4756 サービス 東京一部

15 井上金属工業 1.22% 6246 機械 大阪二部

16 ワークスアプリケーションズ 0.72% 4329 情報通信 ＪＡＳＤＡＱ

17 大幸薬品 0.62% 4574 医薬品 東京二部

18 エイチ・アイ・エス 0.42% 9603 サービス 東京一部

19 ヒラノテクシード 0.27% 6245 機械 大阪二部

20 アコーディア・ゴルフ 0.24% 2131 サービス 東京一部

21 スルガ銀行 0.21% 8358 銀行 東京一部

22 ソフトバンク 0.20% 9984 情報通信 東京一部

23 リロ・ホールディング 0.20% 8876 不動産 ＪＡＳＤＡＱ

24 ピジョン 0.18% 7956 その他製品 東京一部

25 日本電産 0.16% 6594 電機 大阪一部

26 ゴールドクレスト 0.06% 8871 不動産 東京一部

27 サンリオ 0.02% 8136 卸売 東京一部



ひふみアカデミー

 

月2回発行される運用レポート「ひふみのあゆみ」に沿って、ひふみ投信の運用担当者がどのような視点で経済・株式相場

 

を考え、銘柄を選択しているかなどについてお話しいたします。

 

ひふみ投信について、投資哲学や具体的な特徴・しくみについて詳しく知りたいお客様や、他の投資信託との違いが知り

 

たいお客様向けのセミナーです。

①

 

9月 8日（火）

 

19：00 ～

 

20:30

「ひふみ投信」

 

のコミュニケーション(セミナー)のお知らせ

 

＜参加費 ：無料

 

各回先着50名

 

＞
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【東京】

ひふみサロン・アカデミーの開催場所

 

：

 

レオス・キャピタルワークス

 

セミナールーム
東京都千代田区丸の内1－11－1 パシフィックセンチュリープレイス丸の内27階

JR東京駅

 

八重洲南口より徒歩3分

 

／

 

東京メトロ

 

銀座線「京橋駅」より徒歩7分

地図はこちら→

 

http://www.rheos.jp/about/overview/access.html

ひふみサロン

 

①くつろぎのある生活

 

②

 

お金と向き合う（お金の活かし方）

 

③

 

これからの経済や社会を考える

 

のいずれかのテーマに沿って「ゆたかなくらし」についてのヒントを得るセミナーです。

 

毎回あらゆるジャンルの各界でご活躍のゲストをお呼びしてお話を伺います。

 

このため、「ひふみサロン」

 

ではひふみ投信の運用に関するご説明や質疑応答は特にいたしません。

①

 

9月 15日（火）

 

19：00 ～ 20:45 （受付開始

 

18：30）

ミュージックセキュリティーズ「セキュリテ」との交流サロン（計4回予定）
第1回

 

「エコノミー・フォー・オーガニック

 

お金と国際協力のいい関係」

ゲスト：

 

ミュージックセキュリティーズ株式会社 代表取締役

 

小松

 

真実 氏
（第1回のゲストスピーカー）

 

特定非営利活動法人 Living in Peace 代表 慎 泰俊 氏

【名古屋】

 

ひふみフォーラム
主にひふみ投信の商品概要やサービスについてご説明します。

9月29日（火）

 

①

 

19：00 ～ 20:30
アストラーレ名駅3F Time office （JR名古屋駅徒歩5分

 

地下鉄名古屋駅1番出入口徒歩1分 ）
地図はこちら→

 

http://www.rheos.jp/hifumi/seminar/nagoya2009Sep.pdf

◆◇◆◇◆

 

お申込み方法

 

（下記の中からお選びください）

 

◆◇◆◇◆
・

 

ホームページ

 

http://www.rheos.jp/func/seminarIntro.jsp

 

からお申込みください。
・

 

お電話

 

コミュニケーション・センター（03-6266-0123）までご連絡ください。

 

（平日9～17時）
・

 

E-mail

 

cc@rheos.jp

 

まで、①お名前

 

②ご希望の日時

 

③ご連絡先電話番号をご連絡ください。

セミナー開催場所を探しています（全国）

より多くのお客様にお会いするため、私どもは東京以外の地域にも積極的に出かけたいと考えています。

 

「ひふみ投信」についてご説明できる場所やお客様をご紹介していただくことが出来る場合、ぜひともご一報を

 

くださいますようお願いいたします。

【名古屋】

 

ひふみフォーラム
主にひふみ投信の商品概要やサービスについてご説明します。

9月29日（火）

 

①

 

19：00 ～ 20:30
アストラーレ名駅3F Time office （JR名古屋駅徒歩5分

 

地下鉄名古屋駅1番出入口徒歩1分 ）
地図はこちら→

 

http://www.rheos.jp/hifumi/seminar/nagoya2009Sep.pdf

http://www.rheos.jp/about/overview/access.html
http://www.rheos.jp/hifumi/seminar/nagoya2009Sep.pdf
http://www.rheos.jp/func/seminarIntro.jsp
mailto:cc@rheos.jp
http://www.rheos.jp/hifumi/seminar/nagoya2009Sep.pdf


・本資料は、レオス・キャピタルワークス（以下「当社」といいます。）が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものであり、投資勧誘を目的に作成
されたものではありません。
・本資料の作成にあたり、当社では情報の正確性等について細心の注意を払っておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
・本資料に掲載されている市場見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来の株価等の動きやファンドの将来の運用成果を保証するものでは
ありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。
・投資信託の取得の申込みにあたっては、投資信託説明書（目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、投資判断はお客さまご自身で行なっていただきます
ようお願いいたします。

◆「ひふみ投信」の概要について

 

※詳しくは投資信託説明書（目論見書）をご確認ください

商品分類 追加型投信／内外／株式

当初設定日 平成20年10月1日

信託期間 無期限

決算 毎年9月30日（休業日の場合、翌営業日）

収益の分配 決算時に収益分配方針に基づいて分配を行ないます。

お申込

 

み

お申込単位
10,000円以上１円単位の金額指定でお申し込みください。
なお、収益分配金の再投資は、１円以上１円単位となります。

お申込価額 ご購入のお申込受付日の翌営業日の基準価額となります。

お申込受付日時
当社営業日の9時～15時までとなります。
（国内の金融商品取引所の売買立会が午前立会のみの半休日は11時まで）

途中

 

換金

途中換金（解約）単位 1口以上または1円以上

解約価額 「解約請求受付日」の翌営業日の基準価額となります。

受付日時
当社営業日の15時（半日営業日は11時）までとなります。
解約のご請求は、お電話による受付けのみとなります。

課税関係
収益分配時の普通分配金、一部解約時および償還時の差益に対して課税されます。
※今後税法が改正された場合などには、課税関係が変更になる場合があります。

信託報酬 信託財産の純資産総額に対して年1.029％(税抜年0.980％)

監査費用 信託財産の純資産総額に対して年0.00525％（税抜年0.005％）

その他の費用 組入有価証券の売買の際に発生する売買委託手数料（それにかかる消費税）
先物取引・オプション取引等に要する費用、外貨建資産の保管等に要する費用

 

租税、信託事務の処理に要する諸費用および受託会社の立替えた立替金の利息など

～お問い合わせ先～
コミュニケーション・センター

電話：

 

03－6266－0123

 

（平日9時～17時）
メール：

 

cc@rheos.jp

※

 

｢その他の費用｣については、運用状況等により変動するものであり事前に料率、上限額等を表示することができません。

◆ 「ひふみ投信」に係るリスクについて

「ひふみ投信」は、国内外の株式を組み入れるため、株価変動の影響を大きく受けます。一般に株式の価格は、個々

 

の企業の活動や業績、国内および国外の経済・政治情勢などの影響を受け変動するため、株式の価格が下落した場

 

合には基準価額は下落し、投資元本を割り込むことがあります（株価変動リスク）。外貨建資産を組み入れた場合、為

 

替レートの変動の影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。投資国・地域の政治・経済情勢や株式

 

を発行している企業の業績、市場の需給等、さまざまな要因を反映して、「ひふみ投信」の基準価額が大きく変動するリ

 

スクがあります（為替変動リスクとカントリーリスク）。したがって、お客様（受益者）の投資元本は保証されているもので

 

はなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。この他には、流動性リスクや信用リス

 

ク等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の｢投資リスク｣をご覧ください。
◆ お客様の負担となる費用について

◇お客様に直接ご負担いただく費用

 

：

 

ありません
申込手数料 ・

 

換金（解約）手数料

 

・

 

信託財産留保額

 

は一切ありません。

なお、「振込購入」に際しての送金手数料はお客様負担となります。
◇お客様に間接的にご負担いただく費用

 

：

 

次のとおりです

mailto:cc@rheos.jp
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